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○概況（平成18年９月） 

 13日の第三管区海上保安部、28日の海上自衛隊が行った観測で、付近の海面に火山活動によると考えられ

る変色水が確認されました。 
 

13 日に第三管区海上保安本部が上空から行った観測によると、福徳岡ノ場を中心として、中心付近が直径

約50mの茶褐色、そこから東北東方向に幅約50m、長さ約100mの乳白色の変色水が確認されました（図１）。 

その後、28日に海上自衛隊が行った上空からの観測でも、福徳岡ノ場から南方向に延びる、幅約100m、長

さ約200mの淡い緑色の変色水が確認されました（図２）。 

なお、いずれの日も周辺海域には浮遊物は確認されませんでした。 

 福徳岡ノ場ではしばしば変色水や浮遊物が確認されており、2005 年７月２～３日には小規模な海底噴火が

発生しています。 
 

 

図１ 福徳岡ノ場 変色水の状況（９月13日） 
 

 

図２ 福徳岡ノ場 変色水と浮遊物の状況（９月28日） 
 

※この資料は第三管区海上保安本部および海上自衛隊のデータを利用して作成しています。 


